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◆お問い合せ先◆　天塩町立国民健康保険病院　☎（２）１０５８

コロナウイルス感染症についてのお知らせ

病院だより
No.69

　

町
民
の
皆
様
に
は
来
院
の
際
、
感
染
症

対
策
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
回
は
天
塩
町
内
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
陽
性
者
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
改
め
て
濃
厚
接
触
者
の
定
義

な
ど
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
濃
厚
接
触
者
の
定
義

　

感
染
者
の
感
染
可
能
期
間
（
発
症
２
日

前
か
ら
入
院
等
を
し
た
日
ま
で
）
に
接
触

の
あ
っ
た
人
の
う
ち
、
次
の
範
囲
に
該
当

す
る
人
で
す
。

■
当
院
以
外
の
感
染
症
相
談
窓
口

　

感
染
症
に
関
す
る
一
般
相
談
（
感
染
症

の
予
防
方
法
や
、
症
状
、
治
療
に
関
す
る

疑
問
や
不
安
な
ど
）
に
関
し
て

●
北
海
道
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

健
康
相
談
セ
ン
タ
ー　

24
時
間
相
談
窓
口

☎
０
１
２
０
（
５
０
１
）
５
０
７ 

※
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

出典：国立感染症研究所「新型コロナウイルス感染症患者に対する積極的疫学調査実施要領」（令和３年 11 月 29 日版）

感染者（患者）と同居あるい
は長時間の接触（車内、航空
機内等を含む）があった適切な感染防護なしに

患者を診察、看護もし
くは介護していた

患者の気道分泌液（痰
たん

）
もしくは体液等の汚染物
質に直接触れた

ご不要な風鈴はございませんか？
ご自宅で不要になった風鈴をお譲りください。
いただいた風鈴は町立病院のロビー（水槽付近）に
展示させていただきます。
来院された皆様の癒しとして活用させてください。
よろしくお願いいたします。

手で触れることのできる距離
（目安として１メートル）で、
必要な感染予防策なしで、患者
と 15 分以上の接触があった

　

こ
の
ほ
か
留
萌
保
健
所
で
も
一
般
相
談

窓
口
が
あ
り
ま
す
。

《
具
体
的
に
は･･･

》

　

感
染
者
の
療
養
期
間
、
濃
厚
接
触
者
の

待
機
期
間
、
事
業
所
で
の
対
応
、
医
療
機

関
等
・
保
育
所
等
で
の
対
応
な
ど
相
談
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
図

解
説
明
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
活
用
し
な
が
ら
、
今
後
の
皆

様
の
健
康
管
理
に
役
立
て
て
頂
き
た
い
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
０

人
に
な
る
こ
と
が
な
い
状
況
で
こ
れ
か
ら

も
感
染
症
対
策
は
続
い
て
い
き
ま
す
。
正

し
い
情
報
、
知
識
が
得
ら
れ
る
手
段
の
一

つ
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

天
塩
町
立
病
院

　
　
　
　
　
　
　

院
内
感
染
対
策
委
員
会
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◆お問い合せ先◆　福祉課ふれあい係　☎（２）１７２８

骨密度を低下させない食事のコツ

　

健
康
な
骨
は
、骨
吸
収
（
骨
を
壊
す
働
き
）

と
骨
形
成
（
骨
を
つ
く
る
働
き
）
を
常
に
繰

り
返
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
ま
す
。
成

長
期
に
は
骨
形
成
が
骨
吸
収
を
上
回
る
た
め

骨
量
は
増
加
し
ま
す
。
女
性
の
骨
密
度
は
、

18
歳
く
ら
い
で
ピ
ー
ク
に
達
し
、
50
歳
前
後

か
ら
低
下
し
て
い
き
ま
す
。
加
齢
に
よ
っ
て

骨
密
度
が
低
下
す
る
の
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
量
減
少
や
腸
管
で
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の

吸
収
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
や
吸
収
を

助
け
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
つ
く
る
働
き
が
弱
く

な
る
な
ど
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。
経
口
摂
取

し
た
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
率
は
25
～
30
％
と

低
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
カ
ル
シ

ウ
ム
摂
取
量
と
骨
量
・
骨
密
度
と
の
関
係
は

疫
学
研
究
に
お
い
て
も
有
意
な
関
連
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
は
、
骨

粗
し
ょ
う
症
や
高
血
圧
・
動
脈
硬
化
等
と
も

項目 0点 0.5点 1点 2点 4点

1 牛乳
ほとんど
飲まない

月1～2回 週1～2回 週3～4回
ほとんど

毎日

2 ヨーグルト
ほとんど
食べない

週1～2回 週3～4回
ほとんど

毎日
ほとんど
毎日2個

3
チーズなどの乳製品やスキム
ミルク

ほとんど
食べない

週1～2回 週3～4回
ほとんど

毎日
2種類以上

毎日

4 大豆、納豆などの豆類
ほとんど
食べない

週1～2回 週3～4回
ほとんど

毎日
2種類以上

毎日

5
豆腐、がんも、厚揚げなどの
大豆製品

ほとんど
食べない

週1～2回 週3～4回
ほとんど

毎日
2種類以上

毎日

6
ほうれん草、小松菜、チンゲ
ンサイなどの青菜

ほとんど
食べない

週1～2回 週3～4回
ほとんど

毎日
2種類以上

毎日

7 海藻類
ほとんど
食べない

週1～2回 週3～4回
ほとんど

毎日
-

8
シシャモ、丸干しいわしなど
骨ごと食べられる魚

ほとんど
食べない

月1～2回 週1～2回 週3～4回
ほとんど

毎日

9
しらす干し、干しえびなどの
小魚類

ほとんど
食べない

週1～2回 週3～4回
ほとんど

毎日
2種類以上

毎日

10
朝食・昼食・夕食と１日３食
を食べますか？

- 1日1-2食 - 欠食が多い
きちんと

3食

関
係
し
、過
剰
摂
取
は
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
・

泌
尿
器
系
の
結
石
・
鉄
や
亜
鉛
の
吸
収
障
害

等
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

食
事
量
・
運
動
量
の
変
化
、
特
定
の
病
気

や
薬
が
骨
密
度
低
下
の
原
因
と
な
る
場
合
も

あ
る
た
め
、
定
期
的
な
検
診
で
骨
密
度
を
測

定
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
で
骨
の

健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

● 20 点以上：よい　　　　111 ● 16 ～ 19 点：少し足りない　　　● 11 ～ 15 点：足りない
● 8 ～ 10 点：かなり足りない　● 0 ～ 7 点：まったく足りない

【出典】骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン 2015 年版

【出典】おいしく元気にフレイル予防（千代田区）

カルシウム摂取チェック表
～毎日の食事でどれくらい食べていますか～

◆
日
光
浴
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
作
る
◆

　

カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
は
、
紫
外
線
を
浴
び
る
こ
と
で
体
内
で
も

作
ら
れ
ま
す
。
夏
は
木
陰
で
30
分
程
度
、
冬

は
30
分
程
度
の
散
歩
が
効
果
的
で
す
。

◆
控
え
め
に
し
た
い
食
品
や

避
け
た
い
嗜
好
品
◆

　

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の

頻
繁
な
摂
取
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
カ
フ
ェ
イ
ン

の
多
い
コ
ー
ヒ
ー
の
多
飲
、
タ
バ
コ
は
カ
ル

シ
ウ
ム
の
吸
収
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
り
ま

す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
は
、
レ
デ
ィ
ー
ス
検

診
の
ほ
か
、
天
塩
町
立
病
院
の
外
来
診
療
日

に
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
30
歳
以
上
・
未
治
療
の
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
）。
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日 月 火 水 木 金 土

休み 生ごみ
ペットのふん 一般ごみ

資源ごみ
紙おむつ等

衣類等
生ごみ

ペットのふん 農村地区 休み

９月 25 26 27 28 29 3010月 1
● 10 月粗大ごみ収
集申込締切日

● 10 月粗大ごみ収集日
○天塩中学校祭

2 3 4 5 6 7 8
+ 循環器内科外来
●運転免許更新時講習
［社会福祉会館］
・ 優良　13 時

○雄信内保育所お遊
戯会
●運転免許更新時講習
［豊富町定住支援セン
タ ー ふ ら っ と き た ］
・ 優良　13 時
・ 一般　14 時
・ 違反　15 時 30 分

9《スポーツの日》10 11《町内回覧日》 12 13 14 15
○天塩小学芸会一般
公開日

☆おでかけサロン
［老人福祉センター］

10 時～ 12 時

☆はつらつクラブ
［ふれあいセンター］
13 時 30 分～ 15 時

+ 眼科外来

16 17 18 19 20 21 22
○雄信内保育所開放
☆しゃっきりサロン

［てしお温泉夕映］
13 時～ 14 時

○こども園開放 ☆いきいきサロン
［雄信内老人憩いの家］

10 時～ 12 時

23 24 25《町内回覧日》 26 27 28 29
+ 眼科外来 ○天塩小開校記念日

☆いきいきサロン
［老人福祉センター］
① 9 時 30 分～
② 13 時～

+ 産婦人科外来 + 小児科外来
○乳児健診

12 時 50 分
～ 13 時 20 分

○ 1 歳 6 ヶ月児健診
○ 3 歳児健診
12 時 30 分～ 13 時

30 3111月 1 2 3 4 5

令和 4 年令和 4 年  　  　月月1010

・日程は変更となる場合があります。
・ごみは当日の朝８時までに出してください。
・10 月の回覧日は 12 日と 26 日です。
・あいあいクラブ ･･･こども園▶火～木　雄 信 内▶月

令和 4 年令和 4 年  　  　月月
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　児童扶養手当とは、父母の離婚等により、父親（母
親）と生計を同じくしていない 18 歳未満の児童を
養育している家庭の自立促進と生活安定のために支
給されるものです。

■現在受給されている方
　現在受給中の方は、所得状況等の状況確認のため、
個人あてに現況届が郵送されますので、期限までに
役場窓口又は雄信内支所まで提出してください。
　所得制限等により支給停止になっている方も、必
ず提出してください。

■新たに申請される方
《対象となる方》
① 父母の離婚、父親（母親）の死亡等により父親（母
親）と生計をともにしていない 18 歳に達する最初
の３月 31 日までの児童を育てている母親（父親）、
又は母親（父親）に代わって養育している公的年金
を受けていない方

② 未婚で、18 歳に達する最初の３月 31 日までの
児童を育てている母親

《手当額》

※ 一部支給の額は所得に応じて決定します（10 円
刻み）。

《支給方法》
　奇数月の 11 日に受給対象者名義の口座に振り込
まれます（11 日が休日の場合は直前の金融機関営
業日に振込します）。

児童数 全部支給 一部支給

第 1 子 43,070 円 43,060 円から
10,160 円

第 2 子加算 10,170 円 10,160 円から
5,090 円

第 3 子以降
加算 6,100 円 6,090 円から

3,050 円

■所得制限限度額　　　　　　　　　　 　　　　　（単位：千円）
扶養
親族
の数

児童扶養手当 特別児童扶養手当
受給対象者の所得額 扶養義務者

の所得額
受給対象者
の所得額

扶養義務者
の所得額全部支給 一部支給

０人 490 1,920 2,360 4,596 6,287
１人 870 2,300 2,740 4,976 6,536
２人 1,250 2,680 3,120 5,356 6,749
３人 1,630 3,060 3,500 5,736 6,962
４人 2,010 3,440 3,880 6,116 7,175
５人 2,390 3,820 4,260 6,496 7,388

　児童扶養手当及び特別児童扶養手当の支給には、次のとお
り所得制限があります。

児童扶養手当

特別児童扶養手当
　特別児童扶養手当とは、身体や精神に障害のある
児童を家庭で監護している方で、所得が一定未満の
場合に支給されるものです。

■現在受給されている方
　個人あてに郵送する「特別児童扶養手当所得状況
届」を、期限までに役場窓口又は雄信内支所に提出
してください。

■新たに申請される方
《対象となる方》
　身体又は精神に中程度以上の障害がある 20 歳未

満の児童を育てている父母、又は父母に代わって養
育している方。

《手当額》
重度障害児（１級）１人につき、月額 52,400 円
中程度障害児（２級）１人につき、月額 34,900 円

《支給方法》
　４月 11 日、８月 11 日、12 月 11 日に受給対象
者名義の口座に振り込まれます（休日の場合は直前
の金融機関営業日に振込します）。

◆お問い合わせ先◆
福祉課福祉係
☎０１６３２（２）１７２８（直通）
☎内線１３２・１３３・１３４

暮
ら
し
の
お
知
ら
せ
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次ページに続きます

デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
と
利
用
登
録
の
ご
案
内
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デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
と
利
用
登
録
の
ご
案
内
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防
災
ひ
と
く
ち
メ
モ
／
マ
チ
の
伝
言
板

　

令
和
４
年
度
の
全
国
労
働
衛
生
週
間

が
「
あ
な
た
の
健
康
が
あ
っ
て
こ
そ　

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
健
康
職
場
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
10
月
１
日
～
７
日
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
場

に
お
い
て
、
自
主
的
労
働
衛
生
管
理
活

動
の
一
層
の
促
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

稚
内
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
１
６
２
（
７
３
）
０
７
７
７

全
国
労
働
衛
生
週
間

公

証

週

間

を

ご
存
知
で
す
か

　

10
月
１
日（
土
）か
ら
10
月
７
日（
金
）

ま
で
は
「
公
証
週
間
」
で
す
。

　

公
証
人
は
、
公
証
役
場
に
お
い
て
遺

言
や
大
切
な
契
約
な
ど
の
公
正
証
書
の

作
成
、
会
社
を
設
立
す
る
際
の
定
款
の

認
証
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
公
証
人

は
、
法
務
大
臣
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る

公
務
員
で
す
。

■
遺
言
は
、
公
正
証
書
で
作
成
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

遺
言
者
の
家
族
関
係
に
ふ
さ
わ
し
い

形
で
財
産
を
承
継
さ
せ
る
に
は
、
遺
言

を
し
て
お
く
こ
と
が
一
番
で
す
。
遺
産

争
い
を
予
防
し
、
紛
失
の
心
配
も
な
い

の
で
、
後
に
残
さ
れ
た
方
々
が
困
り
ま

せ
ん
。
原
本
は
公
証
役
場
で
保
存
し
て

い
ま
す
の
で
、
偽
造
・
変
造
の
心
配
も

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
公
証
人
が
自
宅

や
病
院
（
施
設
）
へ
出
向
い
て
遺
言
書

を
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

公
証
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
公

証
役
場
ま
た
は
法
務
局
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
日
本
公
証
人
連
合
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
も
、
公
証
制

度
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

・
旭
川
公
証
人
合
同
役
場

☎
０
１
６
６
（
２
３
）
０
０
９
８

・
名
寄
公
証
役
場

☎
０
１
６
５
４
（
３
）
３
１
３
１

・
旭
川
地
方
法
務
局

☎
０
１
６
６
（
３
８
）
１
１
４
４

　

　竜巻は、日本では台風や寒冷前線、低気圧などに
伴って、季節を問わず全国で発生していますが、北
海道では、秋の積乱雲が発達しやすい台風シーズン
の９月と１０月に、竜巻の発生確認数が多くなって
います。
　北海道では、平成１８年１１月７日に佐呂間町で
発生した竜巻により、９名の方が亡くなるという痛
ましい災害がありました。上川・留萌地方でも令和
３年１０月４日に上川郡東川町、東神楽町及び旭川
市で突風が発生し電柱の倒壊、住家被害や倒木など
の被害がありました。また今年５月２３日には、中
富良野町付近で積乱雲が急激に発達、竜巻が発生し
農作物に被害がありました。
　竜巻などの突風は恐ろしい現象ですから、被害に
遭わないためには竜巻を発生させる積乱雲から離れ
るのが一番です。簡易な小屋や車の中などは大変危
険ですから、もし真っ黒い雲が近づいてくるのを見
たら、すぐに頑丈な建物の中に避難することが大切
です。また、家の中にいる場合は、窓は必ず閉めて
カーテンを引き、低い階の中心に近いできるだけ安
全な部屋に移動しましょう。
　気象台では、竜巻などの突風が発生しやすい気象
状況が予想された場合、①半日から 1 日前に「気
象情報」、②数時間前に「雷注意報」、③０から１時
間前に「竜巻注意情報」、というように段階的に気
象情報を発表します。朝のテレビやラジオの天気予

報で「今日は大気の状態が ” 非常に” 不安定」と
いう言葉を聞いたら、雷や急な強い雨、そして竜巻
が起きるかも知れないと思って十分に注意してくだ
さい。また、竜巻が発生する可能性が高い領域を確
認するには気象庁ホームページから「竜巻発生確度
ナウキャスト」をご利用ください。

《竜巻から身を守る（リーフレット）》
https://www.jma.go. jp / jma /
kisyou/books/tatsumki/index.html

《積乱雲ってどんな雲？》

◆お問い合わせ先◆
旭川地方気象台　☎ 0 １６６（３２）７１０２
https://www.data.jma.go.jp/asahikawa/index.
html

竜巻から身を守るために

高
さ
は
十
数
㎞
に
達
す
る

水平方向の広がりは数㎞から十数㎞

竜巻などの
激しい突風

雷

急な大雨
ひょう
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自
衛
官
採
用
試
験

の

ご

案

内

　

令
和
５
年
３
・
４
月
採
用
の
自
衛
官

等
の
採
用
試
験
を
お
こ
な
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部 

稚
内
地
域
事
務
所

☎
０
１
６
２
（
３
３
）
１
２
２
７

総
務
課
企
画
広
報
係

☎
内
線
２
７
１

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
採
用
試
験

試
験
区
分
【
推
薦
】

【
一
般
】

応
募
条
件

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳

未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
顕
著
な

実
績
を
修
め
、
学
校
長
が
推
薦

で
き
る
者

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未

満
の
者

受
付
期
間
令
和
４
年
10
月
１
日
～
12
月
２
日
令
和
４
年
10
月
１
日
～
令
和
５
年

１
月
６
日

試
験
日
程
令
和
５
年
１
月
５
日
～
７
日

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。 【

一
次
試
験
】
令
和
５
年
１
月
14

日
・
15
日

【
二
次
試
験
】
令
和
５
年
１
月
26

日
～
29
日

※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

合
格
発
表
日
令
和
５
年
１
月
13
日

【
一
次
試
験
合
格
発
表
】
令
和
５

年
１
月
20
日

【
最
終
合
格
発
表
】
令
和
５
年
２

月
９
日

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

応
募
条
件
18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間
年
間
を
通
じ
て
受
付

試
験
科
目
筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、

適
性
検
査
及
び
身
体
検
査

試
験
日
程
受
付
時
に
お
知
ら
せ

合
格
発
表
日
受
付
時
に
お
知
ら
せ

入
隊
時
期
採
用
予
定
通
知
書
で
お

知
ら
せ

　

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、
よ
り
よ
い

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
地
域
活

動
に
参
加
す
る
シ
ニ
ア
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
く
で
き
る
活
動

を
考
え
ま
せ
ん
か
？　

そ
ん
な
ヒ
ン
ト

が
見
つ
か
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

《
日
時
》
第
１
回
：
10
月
26
日
（
水
）

14
時
～
16
時
、
第
２
回
：
10
月
27
日

（
木
）
９
時
30
分
～
12
時
30
分

《
場
所
》
道
の
駅
る
も
い

《
定
員
》
20
名

《
費
用
》
無
料

《
主
催
》
北
海
道
保
健
福
祉
部
高
齢
者

支
援
局

《
そ
の
他
》
本
セ
ミ
ナ
ー
は
３
月
末
ま

で
に
全
６
回
開
催
し
ま
す
。
全
６
回
す

　

相
続
手
続
き
で
は
、
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
の
戸
籍
書
類
一
式
を
、
相

続
手
続
き
を
取
り
扱
う
各
種
窓
口
に
何

度
も
出
し
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
は
、
法
務

局
に
「
戸
籍
書
類
一
式
」
と
「
相
続
関

係
を
一
覧
に
し
た
図
（
法
定
相
続
情
報

一
覧
図
）」
を
一
緒
に
提
出
す
る
こ
と

で
、
内
容
を
確
認
し
た
上
で
、
法
定
相

続
人
が
誰
で
あ
る
か
を
、
提
出
さ
れ
た

一
覧
図
の
写
し
に
登
記
官
が
証
明
し
て

無
料
で
交
付
し
ま
す
。
法
定
相
続
情
報

一
覧
図
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
相
続
登
記
、
預

金
の
払
戻
し
、
相
続
税
の
申
告
、
各
種

年
金
手
続
き
な
ど
を
行
う
と
き
に
必
要

と
さ
れ
る
戸
籍
書
類
一
式
の
提
出
が
省

略
で
き
ま
す
。

　

制
度
の
利
用
を
ご
検
討
さ
れ
る
方

は
、
旭
川
地
方
法
務
局
登
記
部
門
ま
で

法
定
相
続
情
報

証
明
制
度
に
つ
い
て

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

べ
て
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
地
域
活
動

を
始
め
る
た
め
に
必
要
な
名
刺
な
ど
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
単
発

で
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
本
事
業
専
用
番
号
）

☎
０
９
０
（
８
６
６
８
）
９
１
８
１

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

旭
川
地
方
法
務
局
登
記
部
門

☎
０
１
６
６
（
３
８
）
１
１
４
６

※
受
付
時
間
：
８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
年
末
年
始
を
除
く
平
日
の
み
）

　

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
司
法
書
士
協
議
会

で
は
、
７
月
か
ら
10
月
ま
で
「
司
法
書

士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
10
月
は
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
不
動
産
登
記
・
相
続
登
記
・

会
社
の
登
記
、
成
年
後
見
な
ど
の
法
律

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
面
談
相
談

《
日
時
》
令
和
４
年
10
月
22
日
（
土
）

10
時
～
15
時　

※
予
約
不
要

《
会
場
》
て
し
お
温
泉
夕
映　

１
Ｆ
多

目
的
ホ
ー
ル

■
電
話
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
相
談

《
日
時
》
令
和
４
年
10
月
11
日
（
火
）

16
時
～
19
時

《
電
話
相
談
》
☎
０
１
６
６
（
７
４
）

８
８
６
１　

※
予
約
不
要
。
通
話
料
は

ご
負
担
願
い
ま
す
。

《
Ｗ
Ｅ
Ｂ
相
談
》
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ア
プ
リ
を

使
用
し
ま
す
。事
前
申
込
制
で
す
の
で
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア

活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー

相
談
日
の
３
日
前
ま
で
に
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
よ
り
３
日
以
内
に
司
法
書
士
会
か

ら
メ
ー
ル
を
返
信
い
た
し
ま
す
。

※
パ
ソ
コ
ン
で
の
接
続
を
推
奨
し
て
い

ま
す
。

※
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
イ
ン
ス

ト
ー
ル
は
ご
自
身
の
責
任
で
お
願
い
し

ま
す
。

 

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

札
幌
司
法
書
士
会

☎
０
１
１
（
２
８
１
）
３
５
０
５

※
司
法
書
士
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
司

法
書
士
の
業
務
範
囲
に
属
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。10/31

今月の納税

・町道民税（5期）
・国民健康保険税（5期）

マ
チ
の
伝
言
板
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マ
チ
の
伝
言
板
／
協
力
隊
通
信

　弦楽四重奏とピアノによる「ぽぷらコンサート」が８月２４日に啓徳小
学校で開催されました。協力隊着任後初めて私が招致企画できたのは、高
校の同級生がヴィオラ演奏を担当しており、前年の利尻島遠征など、他愛
ないおしゃべりがきっかけでした。
　全校児童 10 名が椅子に座り、その数メートル前で演奏家が楽器を構え
ると、弦が引かれるその瞬間まで空気が張りつめ、最初の音から児童の耳
や視線が引き込まれていきました。モーツァルトの「アイネ・クライネ・
ナハトムジーク」の音色が流れると、体育館が一変してコンサートホールになり、会場は魔法にかかったよう
でした。
　ブラームス、ショスタコーヴィッチとクラシック曲が続いたあと、クイズやアニメ曲をはさみ、そこから校
歌の演奏へ。手厚い演奏のなか大きな声で児童が斉唱する校歌は、この小さな小学校の大きな存在感を教えて
くれたように感じました。続くアニメ曲「鬼滅の刃」でも児童が歌い、最後、アンコールの二度目では替え歌

を披露しコンサートが終了すると、第二部
のワークショップでは、児童用サイズの楽
器も用意されており、児童も先生も実際に
楽器に触れることで、演奏家との距離が
ぐっと縮まりました。「先生が楽器に触れ
る姿を見ることで、児童の思い出が増すん
ですよ」という演奏家の言葉が印象的です。
　私自身、演奏やワークショップに取り組
む同級生の姿を遠巻きに見ながら、北海道
Ｕターンに心底感動した一日となりまし
た。

（三國）

日
本
郵
便
年
賀
寄
付
金
配

分
団
体
の
公
募
に
つ
い
て

11 月号へ掲載を

希望する方は、

10 月 12 日 （水）

までにお知らせください。

総務課企画広報係

掲載を希望される方へ

　

世
界
全
体
で
、
年
間
約
８
０
０
万
ト

ン
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
海
洋
に
流

出
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
こ
の

ま
ま
で
は
２
０
５
０
年
に
は
、
海
洋
中

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
重
量
が
海
に

い
る
魚
の
重
量
を
超
え
る
と
の
予
測
も

あ
り
ま
す
。
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
約
８
割
が
陸
域
か
ら
の
流
入
と
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
結
局
の
と
こ
ろ
自
分

た
ち
の
ま
ち
か
ら
出
た
ご
み
が
海
ご
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
海

ご
み
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

是
非
一
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

現
状
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
子
ど
も
た
ち
と

も
共
有
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
教
え
て 

海
の
ご
み
！
」

を
掲
載
し
ま
し
た

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

北
海
道
環
境
生
活
部
循
環
型
社
会
推
進
課

☎
０
１
１
（
２
０
４
）
５
１
９
８

●「教えて 海のごみ！」
【YouTube】https://youtu.
be/JP4kiQke2hA

●海ごみ関係パンフレットも掲
載していますので、併せてご覧
ください。
https://www.pref.hokkaido.
lg.jp/ks/jss/79061.html

　

日
本
郵
便
で
は
、
毎
年
寄
付
金
付
き

年
賀
葉
書
・
年
賀
切
手
を
発
行
し
て
お

り
、
国
民
の
皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り
し

た
寄
付
金
（
年
賀
寄
付
金
）
は
、
社
会

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
全
国
各
地
の
社
会
貢
献
・
地
域

貢
献
を
行
う
多
く
の
団
体
（
社
会
福
祉

法
人
、
更
生
保
護
法
人
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人 

等
）
に
配
分
し
て
お
り
ま

す
。

　

２
０
２
３
年
度
配
分
（
助
成
）
に
つ

き
ま
し
て
は
、
次
の
期
間
で
配
分
団
体

を
公
募
い
た
し
ま
す
。

《
公
募
期
間
》
２
０
２
２
年
９
月
12
日

（
月
）
～
11
月
４
日
（
金
）
※
消
印
有

効
　

詳
細
は
日
本
郵
便
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

（
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
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野
球
少
年
団
、
天
塩
タ
イ
ガ
ー
ス
は
、
８

月
20
、
21
日
に
管
内
５
市
町
か
ら
５
チ
ー
ム

が
出
場
し
羽
幌
町
で
開
催
さ
れ
た
北
海
道
軟

式
野
球
連
盟
留
萌
支
部
主
催
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
グ

ル
ー
プ
杯
争
奪
第
29
回
全
道
少
年
野
球
選
抜

大
会
留
萌
支
部
予
選
大
会
で
優
勝
し
ま
し

た
。
８
月
26
日
、
立
花 

昭
弘 

監
督
と
選
手

４
名
が
佐
々
木
町
長
の
も
と
を
訪
れ
、
本
大

会
で
の
優
勝
と
９
月
17
日
、
18
日
に
札
幌
で

開
催
さ
れ
る
全
道
大
会
に
留
萌
支
部
代
表
と

し
て
出
場
す
る
こ
と
に
つ
い
て
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。
佐
々
木
町
長
は
「
結
果
も
大
事
で

す
が
、
皆
の
力
が
結
集
し
、
練
習
の
成
果
を

発
揮
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
欲
し
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

天
塩
タ
イ
ガ
ー
ス

留
萌
地
区
優
勝

▼留萌地区代表として全道大会に出場する天塩タイガース

　

８
月
27
日
、
天
塩
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
町
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
、本
年
度
、

筑
波
大
学
と
高
大
連
携
を
行
っ
た
天
塩
高
校

２
年
生
（
20
名
・
６
グ
ル
ー
プ
）
が
天
塩
町

の
課
題
解
決
・
地
域
活
性
化
の
た
め
の
ア
イ

デ
ア
プ
ラ
ン
を
発
表
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

は
筑
波
大
学
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
事
前
授

業
を
３
回
受
け
て
地
域
の
デ
ー
タ
の
分
析
手

法
を
学
び
、
大
学
生
が
来
町
し
て
か
ら
の
２

日
間
は
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
一
緒
に
行
い
、
課
題
を
整
理
・

解
決
す
る
た
め
の
論
理
的
な
プ
ラ
ン
を
作
り

上
げ
、
プ
レ
ゼ
ン
発
表
し
ま
し
た
。
投
票
の

結
果「
体
験
型
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
」「
森

林
ア
ロ
マ
体
験
」
を
提
案
し
た
グ
ル
ー
プ
が

同
票
で
１
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

高
大
連
携
で
の

ア
イ
デ
ア
発
表

▼天高生６グループがアイデアプランを発表

　

道
内
の
遠
隔
地
の
小
学
校
や
養
護
施
設
の

子
供
た
ち
に
プ
ロ
の
音
楽
家
に
よ
る
生
演
奏

を
届
け
る
活
動
を
行
う
団
体
「
ぽ
ぷ
ら
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
８
月
24
日
、
啓
徳
小
学
校
の
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
演
奏
会
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
三
國 

秀
美
さ
ん
が
、

同
団
体
の
演
奏
家
と
高
校
の
同
級
生
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
誘
致
開
催
を
打
診
し
実
現
し

ま
し
た
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、ヴ
ィ
オ
ラ
、チ
ェ

ロ
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
者
５
名
が
来
訪
し
、
ブ

ラ
ー
ム
ス「
ハ
ン
ガ
リ
ー
舞
曲
１
番
」や「
啓

徳
小
学
校
歌
」な
ど
７
曲
を
演
奏
。
そ
の
後
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
な
ど
の
楽
器
を
演
奏
家
の
レ

ク
チ
ャ
ー
の
も
と
児
童
が
演
奏
す
る
楽
器
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

プ
ロ
の
生
演
奏
を
堪

能
　
啓
徳
小

▼演奏家による生演奏を体感する啓徳小の児童たち

　

８
月
31
日
、
町
の
教
育
施
設
等
へ
地
域
貢

献
を
行
っ
た
事
業
者
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
の
は
、
５
月
に
天
小
・
天
中
の
グ
ラ
ウ
ン

ン
ド
整
備
作
業
を
行
っ
た
鹿
児
島
建
設
株
式

会
社
、
７
月
に
運
動
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

の
フ
ェ
ン
ス
補
修
作
業
を
行
っ
た
株
式
会
社

石
山
組
、
８
月
に
天
小
・
認
定
こ
ど
も
園
に

感
染
防
止
の
た
め
の
消
毒
用
品
や
検
査
キ
ッ

ト
等
を
寄
贈
し
た
守
谷
建
設
株
式
会
社
（
遠

別
町
）
の
３
社
で
す
。
贈
呈
式
に
訪
れ
た
３

社
の
代
表
に
対
し
、
佐
々
木
町
長
は
「
地
域

の
た
め
に
各
種
地
域
貢
献
と
し
て
支
援
を
い

た
だ
き
有
り
難
い
限
り
で
す
」
と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

地
域
貢
献
３
社
へ

感
謝
状

▼（右から）感謝状を授与された鹿児島建設、守谷建設、石山組

８月11日～９月14日
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９
月
６
日
、
天
塩
高
校
プ
ー
ル
に
て
天
塩

小
、
啓
徳
小
の
児
童
20
名
が
参
加
し
、
着
衣

の
ま
ま
不
意
に
落
水
し
た
場
合
を
想
定
し
た

体
験
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
着
衣
の
ま
ま

上
手
に
泳
ぐ
こ
と
が
目
的
で
な
く
、
慌
て
ず

に
、
浮
い
て
、
待
つ
こ
と
が
重
要
で
、
身
の

回
り
に
あ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ビ
ニ
ー
ル
袋

を
使
っ
て
浮
力
を
補
助
し
、
ど
の
よ
う
な
体

勢
が
浮
き
や
す
い
か
を
実
際
に
入
水
す
る
こ

と
で
学
び
ま
し
た
。
６
年
生
の
児
童
は
「
初

め
て
体
験
し
、
も
し
海
や
川
で
溺
れ
そ
う
に

な
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
浮
く
こ

と
が
で
き
る
か
、
慌
て
な
い
で
助
け
を
待
つ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
勉
強
に
な
り
ま
し

た
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

着
衣
水
泳
教
室

▼着衣したまま入水体験する児童たち

　

９
月
12
日
、
８
月
に
開
催
さ
れ
た
「
て
し

お
夏
祭
り
・
花
火
大
会
（
天
塩
町
観
光
協
会

主
催
）」
で
大
型
車
両
・
大
型
発
電
機
の
貸

与
で
地
域
貢
献
を
さ
れ
た
株
式
会
社
堀
口
組

（
代
表
取
締
役
社
長 

堀
口 

哲
志
・
留
萌
市
）

へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
役

場
に
来
訪
し
た
同
社
の
湯
浅
常
務
取
締
役
と

町
屋
土
木
部
主
任
へ
、
佐
々
木
町
長
が
感
謝

状
を
贈
呈
し
「
今
回
、
車
両
や
発
電
機
の
貸

与
と
い
う
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
円

滑
か
つ
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
感
謝

し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
い
ろ
い
ろ
な
分

野
で
の
関
わ
り
合
い
や
協
力
支
援
関
係
を
構

築
で
き
る
と
有
り
難
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

夏
祭
り
開
催
時
の

地
域
貢
献

▼感謝状を贈呈された㈱堀口組（左から湯浅常務、町屋主任）

　

９
月
８
日
、
町
教
育
委
員
会
主
催
で
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
教
室
が
福
祉
会
館
・
大
ホ
ー
ル
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
10
代
か
ら
70
歳
代
の
幅

広
い
年
齢
層
の
方
々
16
名
が
参
加
し
、
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
運
動
を
行
い
ま
し
た
。
講
師
は
エ

ア
ロ
ビ
ッ
ク
競
技
選
手
と
し
て
17
年
間
北
海

道
代
表
選
手
と
し
て
活
躍
し
、
日
本
代
表
選

手
と
し
て
世
界
大
会
に
３
回
の
出
場
経
験
の

あ
る
樋
口 

敬
勇 

先
生
（
札
幌
市
）
が
指
導

し
ま
し
た
。
参
加
し
た
40
代
の
女
性
は
「
気

持
ち
よ
く
汗
を
か
き
ま
し
た
。
講
師
の
先
生

の
指
導
が
素
晴
ら
し
く
。
有
酸
素
運
動
を
習

慣
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
機
会
が

あ
れ
ば
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
い
で
す
」
と
感

想
を
語
り
ま
し
た
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
体
験

▼幅広い年代が参加したエアロビクス教室の様子

　

胆
振
東
部
地
震
発
生
か
ら
４
年
を
迎
え
た

９
月
７
日
、
町
役
場
で
は
「
サ
ロ
ベ
ツ
断
層

帯
を
震
源
と
し
た
震
度
６
強
の
大
地
震
が
発

生
し
た
」
と
い
う
想
定
で
の
災
害
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
役
場
大
会
議
室
に
災
害
対
策

本
部
が
設
置
さ
れ
、
北
海
道
（
上
川
総
合
振

興
局
）、
自
衛
隊
・
消
防
・
警
察
の
ス
タ
ッ

フ
、
役
場
職
員
約
40
名
が
、
被
害
状
況
の
情

報
収
集
・
伝
達
指
示
・
優
先
判
断
な
ど
災
害

発
生
時
の
初
動
対
応
を
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
実
践
し
ま
し
た
。「
○
○
地
区

で
家
屋
が
○
件
倒
壊
し
○
人
が
閉
じ
込
め
れ

ら
れ
た
」「
○
○
橋
の
橋
桁
が
損
傷
し
通
行

不
能
」
な
ど
具
体
的
な
被
害
状
況
が
逐
次
付

与
さ
れ
、
緊
迫
し
た
訓
練
が
３
時
間
程
行
わ

れ
ま
し
た
。

災
害
発
生
時
の
初
動

対
応
訓
練

▼消防・自衛隊・警察・道振興局と連携した訓練の様子
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8 月末
--- 人　口 ----------------
２，８２2 人  （－ 4）

※（　）内は前月比

㊚１，４２５ 人 （± 0）

㊛１，３９７ 人 （－ 4）
--- 世帯数 ----------------
１，４６８世帯（－ ２）

♪
い
つ
も
「
広
報
て
し
お
」
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
広
報
担
当
の
菅

原
・
菅
野
で
す
。

♪
10
万
５
千
人
の
死
者
行
方
不
明
者
を

出
し
た
関
東
大
震
災
の
発
生
か
ら
99
年
、

２
０
１
８
年
９
月
６
日
に
発
生
し
全
道
が
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
停
電
を
引
き
起
こ
し
た
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
か
ら
４
年
、
そ
し
て
今

年
８
月
11
日
、
隣
の
中
川
町
で
震
度
５
強
の

地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
災
害
・
防
災
に
つ

い
て
考
え
、
意
識
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
近
の
自
然
災
害
で

は
、
こ
れ
ま
で
一
般
的
に
想
定
さ
れ
て
い
た

以
上
の
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
想
定
外

の
災
害
が
起
こ
り
う
る
と
い
う
認
識
に
た

ち
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
い
う
「
自

助
」
の
精
神
で
一
人
一
人
が
防
災
・
減
災
に

向
き
合
う
こ
と
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自

分
た
ち
で
守
る
と
い
う
「
共
助
」
の
精
神
で

近
所
同
士
の
助
け
合
い
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
へ
の
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
本
紙
記
事

に
記
載
し
ま
し
た
が
９
月
７
日
、
役
場
に
て

消
防
、
自
衛
隊
、
警
察
、
道
庁
と
連
携
し
た

災
害
発
生
直
後
の
初
動
対
応
に
つ
い
て
訓
練

を
行
い
ま
し
た
が
、
逐
次
伝
達
さ
れ
る
被
害

状
況
に
つ
い
て
、
戸
惑
い
、
錯
綜
し
、
迅
速

な
判
断
と
処
置
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
の
備
え
と
仕
組
み
の

重
要
性
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

♪
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
取
材
の
ご
依
頼

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
総
務
課

企
画
広
報
係
ま
で
お
問
合
せ
・
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
掲
載
に
ご
同
意
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

■
天
塩
町
社
会
福
祉
協
議
会　

愛
情
銀
行
へ

【
香
典
返
し
と
し
て
】

札
幌
市　
　
　

中　

村　
　

浩　
　

さ
ん

山
手
通
７　
　

花　

田　

秀　

明　

さ
ん

【
社
会
福
祉
の
た
め
に
】

山
手
裏
通
２　

富　

塚　

利　

雄　

さ
ん

雄
信
内　
　
　

有
限
会
社
阿
部
組　
　

様

（
南
開
団
地
）

中　
村　
サ
ダ
子　
さ
ん
（
92
歳
）

（
山
手
通
７
）

花　
田　
美　
惠　
さ
ん
（
103
歳
）

（
新
栄
通
２
）

佐
久
間　

莉り

む夢　

さ
ん

優
來
さ
ん
・
佳
奈
美
さ
ん
の
長
女

該
当
な
し

天塩町長
　佐々木　裕之

　

中
川
５
、
幌
延
・
遠
別
４
、
天
塩
３
…
…

通
知
表
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
８
月
の
地
震
震

度
で
し
た
。
気
象
台
の
Ｈ
Ｐ
で
は
震
源
地
は

問
寒
別
や
下
国
根
府
、
辰
子
丑
の
東
側
の
山

間
部
で
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
皆
さ
ん
の
話

で
は
、棚
か
ら
小
物
が
散
乱
し
た
よ
う
で
す
。

私
も
深
夜
に
登
庁
し
、
雄
信
内
地
区
の
被
災

確
認
を
指
示
し
ま
し
た
。
数
日
後
、
気
象
台

と
開
発
局
に
地
震
計
の
設
置
を
要
望
し
ま
し

た
。
災
害
対
策
本
部
の
設
置
や
各
種
支
援
の

際
、
根
拠
と
な
る
も
の
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

公
共
交
通
計
画
に
よ
り
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

実
証
試
験
を
行
い
ま
す
。
農
村
部
と
市
街
地

郊
外
か
ら
中
心
部
を
結
ぶ
予
約
バ
ス
で
す
。

試
験
運
行
中
は
暫
定
的
に
２
０
０
円
の
料
金

と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
利
用
者
の
声

を
伝
え
て
下
さ
い
。
専
門
医
療
機
関
を
結
ぶ

バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
と
の
連
携
、
西
天
北
域
内
で
の

高
校
・
医
療
・
買
い
物
の
足
と
し
て
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
イ
ヤ
ー
を
残
す
べ
く
協

議
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
経
営
さ
れ
て

き
た
方
々
の
ご
苦
労
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
は
残
念
な
が
ら
施
設
内
で
の

横
の
広
が
り
も
見
せ
て
い
ま
す
。
あ
る
保
護

者
か
ら
連
絡
網
な
ど
現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
体
制

を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
ご

提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
染
拡
大
防
止

や
瞬
時
に
的
確
な
情
報
伝
達
の
た
め
必
要
な

対
策
を
指
示
し
ま
し
た
。

　

老
人
週
間
（
９
月
15
～
21
日
）
を
終
え

ま
し
た
が
、
敬
老
の
日
は
聖
徳
太
子
が

１
４
０
０
年
以
上
前
に
悲
田
院
を
建
立
し
た

日
だ
そ
う
で
す
。
私
も
シ
ル
バ
ー
バ
ン
ド
活

動
を
再
開
し
、
小
さ
な
発
表
会
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　海や川でサケ・マスを違法に採捕すると法律
や規則で罰せられます。違反者はその内容に
応じ、法令により最高３年以下の懲役、又は
２００万円以下の罰金を受けることがありま
す。
　密漁者を発見した場合は、最寄りの警察署や
振興局水産課、漁協に連絡してください。

秋サケ密漁防止月間
9月1日～10月31日


